






研究目的 

昭和 52 年度より実施されている新生児マススクリーニングは,フェニルケトン尿症,メー

プルシロップ尿症,ホモシスチン尿症,ヒスチジン血症,およびガラクトース血症の 5 疾患

の早期発見と早期治療による健全育成を目的としており,スクリーニングで発見された症

例の追跡調査は重要な意義を持っている。昭和57年度迄実施されてきた追跡調査は,早期

発見された症例が十分に治療管理されていることを示しており,本研究はこれを引継いで

実施されるものである。追跡調査の結果を総合して,治療効果の確認と治療法の改善を目的

とするものである。 


